
　４月３日、津幡町川尻にデイサービス施設を開設しました。
　広々したオープンキッチンと最新のトレーニング器機のほか、施設内には、60㎡のビニールハウス
があり、花や野菜作りを楽しむことができます。
　「楽しく動いて」「おいしく食べる」生産活動型のデイサービスです。

ほのぼのデイサービス オープン

リバノス
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の
運勢
５月

　

三
月
四
日
、
地
域
農
業
推
進
大
会
に

続
き
、
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
設

立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
管
内
の
集

落
営
農
組
織
三
十
五
団
体
約
五
十
人
が

出
席
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
集

落
営
農
組
織
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
情
報
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
相
互
交

流
に
よ
り
、
集
落
営
農
組
織
の
事
業
・

運
営
の
活
性
化
と
、
水
稲
を
は
じ
め
管

内
の
農
業
振
興
及
び
集
落
・
地
域
の
持

続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
。

　

会
長
に
刈
安
営
農
組
合
向
正
則
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
役
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

▽
副
会
長

長
谷
川
長
久
（
市
谷
）

澤
野　

安
隆
（
鉢
伏
営
農
組
合
）

▽
会　

計

杉
森　
　

茂
（
富
田
営
農
組
合
）

▽
運
営
委
員

山
本　

秀
二
（
ア
グ
ロ
ス
御
門
）

竹
本　
　

勝
（
上
矢
田
利
用
組
合
）

中
井　
　

清
（
内
日
角
営
農
組
合
）

大
田　
　

昇
（
二
ツ
屋
営
農
組
合
）

宮
本　

浩
嗣
（
内
灘
町
北
部
営
農
組
合
）

▽
監　

事

北　
　
　

茂
（
瀬
戸
町
営
農
組
合
）

　

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
四
日
、
津
幡
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
地
域
農
業
推
進
大
会
を
開

催
し
、
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織

関
係
者
等
、
三
百
五
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
井
上
信
一
代
表
理
事
組
合
長
が

「
皆
様
に
と
っ
て
本
大
会
で
得
ら
れ
た

情
報
が
、
今
後
の
農
業
経
営
発
展
に
向

け
た
一
助
と
な
り
、
引
き
続
き
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

石
川
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宇

野
史
生
氏
に
よ
る
「
晩
生
の
水
稲
新
品

種
『
石
川
六
十
五
号
』
の
平
成
二
十
八

年
実
証
結
果
と
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
」「
密

苗
移
植
栽
培
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産
技

術
」
の
講

演
の
後
、

平
成
二
十

八
年
産
米

を
対
象
に

実
施
し
た

「
Ｊ
Ａ
石

川
か
ほ
く

米
５
５
５
共
励
会
」
審
査
結
果
の
発
表

が
あ
り
、
総
合
優
秀
賞
に
池
ヶ
原
フ
ァ

ー
ム
（
津
幡
町
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
共
励
会
は
、
米
づ
く
り
の
安
定
収

量
の
確
保
、
品
質
向
上
、
生
産
費
の
低

減
な
ど
、
農
業
技
術
の
向
上
と
生
産
意

欲
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
当
Ｊ

Ａ
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
コ
ス
ト

五
％
ダ
ウ
ン
、
一
等
米
比
率
五
％
ア
ッ

プ
、
単
収
五
％
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
審

査
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
コ
ス
ト
低
減
賞　

 

▷
大
田　
　

昇
（
か
ほ
く
市
）

◇
品
質
向
上
賞　

 

▷
高
山　
　

実
（
津
幡
町
）

◇
収
量
ア
ッ
プ
賞

 

▷
中
川　
　

進
（
津
幡
町
）

　

ま
た
山
田
修
路
参
議
院
議
員
が｢

農

政
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て｣

と
題
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国
際
情
勢
、
農
業
競
争
力
の

強
化
、
今
後
の
米
対
策
な
ど
に
つ
い
て

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
農
業
推
進
大
会
開
催

総
合
優
秀
賞
に
池
ヶ
原
フ
ァ
ー
ム

集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
設
立

地
域
農
業
の
た
め
団
結

牡羊座
3/21 ～ 4/19

【全体運】人を当てにせず、自分のことは自力で励んだ方が手応えあり。新しい趣味を持つと、柔軟性が高まりそう
【健康運】話題のスポーツが体質に合い、好影響大　　【幸運の食べ物】アジ

表彰される受賞者

就任のあいさつをする向会長

連絡協議会の役員の皆さん
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の
運勢
５月

　

高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
は
三
月
十
一

日
、
平
成
二
十
八
年
度
の
総
代
会
を
か

ほ
く
市
の
大
海
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
き

ま
し
た
。
同
市
に
あ
る
三
つ
の
各
柿
団

地
か
ら
総
代
十
八
人
が
出
席
し
、
全
三

議
案
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

岩
野
伸
一
同
組
合
長
が
「
昨
年
、
一

昨
年
と
七
十
ト
ン
を
越
え
る
出
荷
が
あ

り
、
本
年
度
も
七
十
ト
ン
の
出
荷
実
績

と
な
り
、
安
定
し
た
出
荷
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
次
年
度
は
七
十
五
ト
ン

を
上
回
る
出
荷
を
目
指
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

と
収
支
決
算
を
承
認
、
監
査
報
告
が
あ

っ
た
ほ
か
、
二
十
九
年
度
事
業
計
画
案

と
収
支
予
算
案
承
認
で
は
、
さ
ら
な
る

品
質
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
カ
ラ

ー
チ
ャ
ー
ト
更
新
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
で
は
、
岩
野
同
組
合
長
が
再
任
。

　

総
代
会
後
の
平
成
二
十
八
年

度
販
売
概
況
説
明
で
は
三
年
間
、

販
売
量
、
販
売
金
額
、
単
価
が

順
調
に
伸
び
て
お
り
、
等
級
・

階
級
の
向
上
、
脱
渋
方
法
を
炭

酸
ガ
ス
へ
変
更
し
た
こ
と
か
ら

小
売
店
で
の
棚
持
ち
が
良
く
な

っ
た
こ
と
等
に
よ
る
販
売
先
増

加
が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
二
十
八
年
八
月
よ
り

販
売
が
開
始
さ
れ
た
紋
平
柿
タ

ル
ト
「M

onbei

〜
か
ほ
く
の

恵
み
〜
」
は
、
当
初
の
出
荷
目

標
二
万
個
を
越
え
、
こ
れ
か
ら

訪
れ
る
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
向
け
、

増
産
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
松
紋
平
柿
生
産
組
合 

総
代
会
を
開
催

　

農
事
組
合
法
人
大
崎
甘
藷
生
産
組
合

は
、
三
月
十
四
日
か
ら
か
ほ
く
市
大
崎

の
ハ
ウ
ス
に
設
置
さ
れ
た
温
床
に
、
選

別
し
た
同
市
特
産
サ
ツ
マ
イ
モ
「
か
ほ

っ
く
り
」
の
種
イ
モ
を
並
べ
る
伏
せ
込

み
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

種
イ
モ
は
二
週
間
ほ
ど
で
発
芽
し
、

そ
の
芽
を
五
月
ま
で
育
て
た
後
、
切
り

取
り
、
畑
に
定
植
し
ま
す
。

　

喜
綿
雅
之
同
生
産
組
合
長
は
、「
今

年
も
学
校
給
食
を
始
め
と
し
た
、
地
域

の
方
々
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る

が
、
今
日
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
。
皆
様
に

美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
か

ほ
っ
く
り
仲
間
を
増
や
し
、
一
丸
と
な

っ
て
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

同
組
合
は
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
年
間
百

四
十
ト
ン
を
出
荷
。
平
成
十
八
年
に「
か

ほ
っ
く
り
」
と
い
う
商
標
を
取
得
し
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、
平
成
二
十

一
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
干
し
い
も
の

ほ
か
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
か
ほ
っ
く

り
チ
ッ
プ
ス
、
黒
豆
入
り
か
ほ
っ
く
り

き
ん
つ
ば
な
ど
加
工
品
を
多
く
出
し
て

い
る
。
同
市
内
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
菓

子
店
等
へ
原
料
も
供
給
し
て
い
る
。

お
い
し
い
か
ほ
っ
く
り
の

栽
培
ス
タ
ー
ト
！

かほっくりの種イモを並べる生産者

議案を慎重に審議する総代

牡牛座
4/20 ～ 5/20

【全体運】新しいことにチャレンジする好機。思い切って行動を起こせば、スムーズに理想的な展開に。自分磨きもグッド
【健康運】つい食べ過ぎやすい月。自制が必要です　　【幸運の食べ物】夏ミカン



4

の
運勢
５月

　

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
二
日
、
か
ほ
く
市
立

宇
ノ
気
中
学
校
で
、
部
活
動
前
の
一
・

二
年
生
を
対
象
に
、
準
備
し
た
石
川
六

十
五
号
で
握
っ
た
お
に
ぎ
り
二
百
九
十

七
個
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
種
本
博
代
表
理
事
専
務
が

「
毎
月
二
日
は
お
に
ぎ
り
の
日
で
す
。

お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
脳
を
活
性
化
し
勉

強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
ク
ラ
ス
の
代
表
に
鮭

の
お
に
ぎ
り
と
か
ほ
く
市
特
産
の
サ
ツ

マ
イ
モ｢

か
ほ
っ
く
り｣

を
使
用
し
た

か
ほ
っ
く
り
饅
頭
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
二
年
生
の
山
瀬
楓

夏
さ
ん
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
応
援

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
お
に
ぎ

り
を
食
べ
て
春
の
大
会
に
向
け
、
し
っ

か
り
と
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
力
強
く
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
当
Ｊ
Ａ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
ほ
く
の
里
」
と
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
石
川
県
産
米
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ラ
イ
ス
ケ
」
も
登
場
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
で
は
毎
月
二
日

を
「
お
に
ぎ
り
の
日
」
と
定
め
、
県
産

米
の
消
費
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
お
に
ぎ
り
の
無
料
配

布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
に
ぎ
り
の
日
を
Ｐ
Ｒ

おにぎりを受け取る生徒

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
、
地
域
の
方
々
に

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
三
月

十
八
〜
二
十
日
の
三
日
間
、
誕
生
祭
を

開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
店
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
地
元
産
の
新
大
正
糯
を
使

用
し
た
も
ち
つ
き
の
ふ
る
ま
い
（
六
臼
）

が
行
わ
れ
、
開
始
前
か
ら
も
ち
を
求
め

て
来
店
者
が
長
蛇
の
列
。

　

そ
く
さ
い
か
ん
産
直
会
員
が
交
代
で

つ
い
た
も
ち
に
、
同
産
直
女
性
部
が
き

な
粉
を
つ
け
、
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
女
性
部
に
よ
る
具
だ
く
さ

ん
で
食
べ
ご
た
え
が
あ
る
と
好
評
の
め

っ
た
汁
の
販
売
も
行
わ
れ
、
買
い
求
め

る
客
が
後
を
絶
た
ず
、
用
意
し
た
約
二

百
食
は
即
完
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
春
野
菜
や
果
樹
栽
培
の
相

談
会
、
ら
っ
き
ょ
う
キ
ム
チ
や
長
イ
モ

の
わ
さ
び
漬
け
の
試
食
販
売
も
行
わ
れ
、

最
終
日
に
は
、
石
川
六
十
五
号
を
使
用

し
た
お
に
ぎ
り
を
無
料
配
布
し
て
石
川

県
の
新
し
い
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

感
謝
を
込
め
十
周
年
誕
生
祭
を
開
催

餅をつく産直会員 おにぎりを手渡す職員

双子座
5/21 ～ 6/21

【全体運】社交性を発揮でき、人気運が高まる兆し。ただ、注意力が散漫気味なので、慣れた作業ほど凡ミスに気を付けて
【健康運】ストレス解消には適度な休息を忘れずに　　【幸運の食べ物】タラの芽



5

の
運勢
５月

　

十
三
の
団
体
で
構
成
す
る
グ
リ
ー
ン

・
ア
ー
ス
農
地
・
水
・
環
境
保
全
組
織

や
干
拓
地
生
産
者
が
中
心
と
な
り
、
環

境
保
全
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
十
四
日
、
早
朝
か
ら
約
百
二
十

人
が
、
河
北
潟
干
拓
地
幹
線
道
路
沿
い

や
防
風
林
帯
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
ゴ
ミ
袋
を
二
枚
も
ち
道
沿
い
を
歩

く
と
、
道
路
脇
に
空
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど
が
散
乱
し
て
お

り
、
参
加
者
は
拾
い
残
し
の
な
い
よ
う

黙
々
と
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
タ
イ
ヤ
、
テ
レ
ビ
、
鉄
く
ず
が

捨
て
ら
れ
て
お
り
、
心
な
い
人
の
行
動

に
胸
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
十
八
日
に
は
、
湖
北
大

橋
周
辺
で
防
風
林
帯
の
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。
毎
年
、
河
北
潟
の
景
観
な
ど
を

考
慮
し
た
樹
木
を
選
ん
で
お
り
、
今
年

は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
ヒ
メ

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
イ
チ
ョ
ウ
の
四
種
類
が

選
定
さ
れ
、
合
計
四
百
本
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
石
川
フ
ォ
レ
ス

ト
サ
ポ
ー
タ
ー
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
植

栽
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
協

力
し
て
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え
て
い
ま

し
た
。 河

北
潟
干
拓
地
で
環
境
保
全
活
動

身
体
に
安
ら
ぎ
を　

Ｊ
Ａ
共
済

ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ

蟹　座
6/22 ～ 7/22

【全体運】すんなり人脈を広げていける気配。初対面の相手でも気さくに話し掛けてみて。講演会などへの参加も好刺激に
【健康運】食生活のリズムが崩れ気味。自重が大事　　【幸運の食べ物】ソラマメ

　

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
九
日
、「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ

ン
マ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
」
を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
最
後
と
な
る
講
座
は
、
講

師
に
朝
倉
優
子
氏
を
迎
え
、
体
幹
を
鍛
え
て
姿

勢
を
改
善
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
あ
る
マ
マ
ピ

ラ
テ
ィ
ス
と
、
乳
児
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
す

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
の
二
部
構
成
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
十
八
組
の
親
子
が
参
加
。
参
加
者
は
講
師

の
動
き
に
合
わ
せ
、
普
段
の
育
児
で
凝
り
固
ま

っ
て
い
る
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
子
供
と
一
緒
に
気

持
ち
の
い
い
汗

を
か
い
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
修
了

式
が
行
わ
れ
、

山
下
充
晃
共
済

部
長
よ
り
各
参

加
者
に
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

協力して木を植える参加者 拾い残しがないようゴミを拾う参加者



6

の
運勢
５月 【全体運】プレッシャーを感じやすいよう。できる人と比較せず、「自分は自分」と開き直って。気晴らしには散歩が正解

【健康運】姿勢矯正を。体調改善に効果があります　　【幸運の食べ物】メバル
獅子座
7/23 ～ 8/22

監
査
室

室
長 
○ 
松

本
　

悟

主
任 
虎

谷
　

薫

（
嘱
託
）

 

再
雇
用 

○ 

松

本

修

一

総
務
部

部
長 

○ 

松

橋

伸

治

部
次
長 

○ 

竹

中

義

和

■
総
務
課

課
長 

根

来

勝

則

課
長
補
佐 

西

田

好

美

主
任 

南　

野　

裕
加
子

（
臨
時
）

 

＊
新
採 

○ 

中　

江　

め
ぐ
み

（
臨
時
） 

中

島

泰

幸

■
企
画
管
理
課

課
長 

○ 

小
池
田　
　
　

巌

係
長 

越

坂

尚

美

主
任 

山

本

雄

也

（
嘱
託
）

 

再
雇
用 

○ 

岡　

山　

伸
太
郎

■
審
査
課

課
長 

○ 

金

本

春

幸

主
任 

酒

井

博

久

■
福
祉
課

課
長 

山

岸

康

子

係
長 

北

村

里

美

 

小

泉

博

之

（
臨
時
） 

東　
　
　

知
恵
美

（
臨
時
） 

嶋

田
　

忍

■
ほ
の
ぼ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
管
理
者
）

 

＊
新
採 

○ 

岩

本

大

輝

（
機
能
訓
練
指
導
員
）

 

＊
新
採 

○ 

坂

下

晴

香

（
臨
時
）（
生
活
相
談
員
）

 

西

川

吉

子

（
臨
時
） 

○ 

羽　

田　

め
ぐ
み

■
総
務
部
付

 

○ 

朝　

本　

悠
里
亜

信
連
出
向

主
任 

○ 
安

下

哲

也

金
融
部

部
長 

○ 

田

中

光

博

部
次
長⎛

融
資
運
用
課
長
・　
　

⎞

　
　
　

⎝

ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
長
兼
任⎠

 
 

○ 

川

上

勇

人

■
金
融
課

課
長 

○ 

林
　

茂

則

係
長 

中

川

良

美

主
任 

○ 

坂

倉

俊

介

 

潟

渕

綾

伽

■
融
資
運
用
課

主
任 

國

本

智

美

主
任
（
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
） 

 

井

上

正

輝

共
済
部

部
長 

山

下

充

晃

■
共
済
課

課
長 

折

戸

嘉

弘

課
長
補
佐 

中

村

晃

子

係
長 

中

嶋

友

子

係
長 

山

村

大

介

係
長 

○ 

前

田
　

一

主
任 

○ 

早

川

寛

之

 

菅　

田　

美
乃
里

（
臨
時
） 

北

川

裕

子

■
推
進
指
導
課

課
長 

○ 

小

室

秀

明

係
長
（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

 

櫻

井

憲

祐

主
任
（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

 

○ 

正

元

博

人

営
農
経
済
部

部
長 

○ 

中
條
屋　

幸　

彦

部
次
長
（
営
農
担
当
）

 

○ 

脇

田

琢

也

部
次
長
（
経
済
担
当
）

 

亀

田

昭

志

■
営
農
販
売
課

課
長 

吉

田
　

渉

係
長 
○ 
宮

木

隆

志

係
長 
松

田

将

史

 

渡

辺

保

之
 

新

村
　

愛

（
臨
時
） 

古

田
　

忍

（
臨
時
） 

松

本

真

紀

■
営
農
企
画
課

課
長 

○ 

山

﨑

志

朗

主
任
（
営
農
経
済
渉
外
）

 

櫻

井

和

幸

主
任
（
営
農
経
済
渉
外
）

 

今

村

憲

一

主
任
（
営
農
経
済
渉
外
）

 

山

本

裕

介

 

○ 

金　

木　

太
久
磨

（
営
農
経
済
渉
外
）

 

松

井

博

暉

 

古

坊

海

杜

■
経
済
課

課
長 

徳

田

好

浩

課
長
補
佐 

中

村

秀

樹

 

松

田

雅

之

（
臨
時
） 

松　

村　

外
志
美

■
農
機
自
燃
課

課
長⎛

自
動
車
セ
ン
タ
ー
長
・　

⎞

　
　

⎝

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
長
兼
任⎠

 

○ 

宮

崎

憲

一

内
灘
支
店

支店長
○ 南　由起雄

次
長 

○ 

和
田
森　

秀　

明

次
長
（
共
済
担
当
）

 

石

塚
　

満

係
長
（
共
済
渉
外
）

 

橋　

爪　

め
ぐ
み

主
任
（
共
済
渉
外
）

 

磯

貝

幸

子

主
任
（
共
済
渉
外
）

 

○ 

桶

谷

美

穂

（
共
済
渉
外
） 

得　

田　

万
智
子

 

野

村

知

世

（
信
用
渉
外
） 

前

田

彩

香

（
信
用
渉
外
） 

○ 

中

村

茉

衣

 

大　

西　

さ
く
ら

 

＊
新
採 

○ 

大

家

菜

南

（
臨
時
） 

中

村

早

苗

津
幡
支
店

支店長
○ 川崎　昭二

次
長 

○ 

金

木

重

之

次
長
（
共
済
担
当
）

 

○ 

田

鍋

宏

和

主
任
（
信
用
渉
外
）

 

道　

井　

は
る
み

主
任 

松

村

由

美

主
任
（
信
用
渉
外
）

 

○ 

羽　

根　

真
由
美

主
任
（
信
用
渉
外
）

 

○ 

本

田
　

充

主
任
（
共
済
渉
外
）

 

長

谷

秀

治

主
任
（
共
済
渉
外
）

 

板

坂

和

哉

主
任 

齊

藤

美

佳

（
共
済
渉
外
） 

○ 

奥
　

啓

祐

（
共
済
渉
外
） 

長
　

伸

也

（
共
済
渉
外
） 

○ 

加

藤

元

起

（
共
済
渉
外
） 

瀧

川
　

誠

 

○ 

石　

山　

お
り
は

（
信
用
渉
外
） 

原
　

枝

里

（
信
用
渉
外
） 

酒

勾

美

穂

（
共
済
渉
外
） 

○ 

山

本

和

延

平
成
二
十
九
年
度　

Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く

組
織
と
職
員
一
覧　
　
平
成
二
十
九
年
四
月

 

（
○
は
新
任
）　
　
　
　



7

の
運勢
５月 【全体運】行動力がアップします。さまざまなジャンルに意欲が湧きそう。失敗を恐れず、どんどん試してみるのがベスト

【健康運】気が短くなる暗示が。笑顔が健康の秘訣（ひけつ）　　【幸運の食べ物】サザエ
乙女座
8/23 ～ 9/22

（
共
済
渉
外
） 

加
賀
谷　

卓　

哉

 

加

藤

美

優

 

柳

島

愛

奈

 
＊
新
採 

○ 

田

丸

梓

織

 

＊
新
採 
○ 
川　

井　

優
梨
子

（
臨
時
） 
河　

野　

美
樹
子

（
臨
時
） 
上

野
　

真

津
幡
東
支
店

支店長
○ 山田　正義

次
長 

○ 

奥

本

敏

美

次
長
（
共
済
担
当
）

 

山

本
　

徹

係
長
（
信
用
渉
外
）

 

○ 

村

上

和

良

主
任
（
共
済
渉
外
）

 

村

井

敬

也

（
信
用
渉
外
） 

尾　

村　

友
里
恵

（
共
済
渉
外
） 

○ 

飯

田

正

洋

（
信
用
渉
外
） 

○ 

大
久
保　

祐　

希

（
共
済
渉
外
） 

廣

瀬

善

久

 

荒

木

珠

生

 

角　
　
　

妃
奈
乃

 

＊
新
採 

○ 

三
十
苅　

伶　

奈

（
臨
時
） 

荒

屋

文

江

（
臨
時
） 

上　

地　

八
重
子

（
臨
時
） 

東　
　
　

由
貴
子

宇
ノ
気
支
店

支店長
○ 松本　裕美

次
長 

○ 

向

田

哲

也

次
長
（
共
済
担
当
）

 

○ 

吉

田
　

健

主
任
（
信
用
渉
外
）

 

○ 

用

川

邦

栄

主
任
（
信
用
渉
外
）

 

松

橋

啓

祐

主
任
（
共
済
渉
外
）

 
○ 
兼

保

徹

也

（
共
済
渉
外
） 

○ 
水

野

貴

仁

（
融
資
） 

○ 

林
　

隆

之

（
信
用
渉
外
） 

○ 

和
田
森　

友　

貴
 

○ 

田

中

麻

里

（
共
済
渉
外
） 

浜

本

悠

平

（
信
用
渉
外
） 

江　

丸　

亜
里
紗

（
共
済
渉
外
） 

○ 

今　

本　

賢
太
郎

（
共
済
渉
外
） 

奥

村

祐

介

（
共
済
渉
外
） 

○ 

葉

名
　

豪

（
信
用
渉
外
） 

○ 

橋

田

亜

美

（
共
済
渉
外
） 

竹

田

翔

太

 

林
　

美

優

（
信
用
渉
外
）

 

＊
新
採 

○ 

上

野

歩

実

 

＊
新
採 

○ 

時

女

真

宗

（
臨
時
） 

水　

谷　

由
紀
美

（
臨
時
） 

○ 

山

内

美

季

（
臨
時
） 

片

山

裕

美

（
臨
時
） 

○ 

中　

村　

ち
え
み

（
臨
時
） 

○ 

大

多

幸

江

高
松
支
店

支店長
○ 津田　明彦

次
長 

金

谷

真

弓

次
長
（
共
済
担
当
）

 

○ 

吉　

田　

真
五
子

主
任
（
共
済
担
当
）

 

村

松

優

子

主
任
（
信
用
渉
外
）

 

石

山

佳

之

（
共
済
渉
外
） 

布
　

久

純

（
共
済
渉
外
） 

川

上

美

緒

（
信
用
渉
外
） 

○ 

山

田

真

穂

（
共
済
渉
外
） 

○ 

櫻

井

翔

太

 

金

谷

和

泉

（
共
済
渉
外
）

 

＊
新
採 

○ 

北

橋

孝

道

 

＊
新
採 

○ 

伊　

藤　

み
さ
き

（
信
用
渉
外
）

 
＊
新
採 

○ 

島

村

隆

希

（
臨
時
） 

上　

野　

美
智
子

（
臨
時
） 
岩

佐

雅

美

（
臨
時
） 
塩　

井　

さ
ゆ
り

（
臨
時
）

 

＊
新
採 

○ 

高

野

美

幸

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

店
長 

○ 

大

石
　

衛

副
店
長 

中

村
　

巧

 

真

田

拓

弥

（
臨
時
） 

宮　

下　

い
づ
み

（
嘱
託
）（
営
農
指
導
担
当
）

 

山

辺
　

守

■
配
送
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長 

岩

脇

進

一

（
臨
時
） 

山

岸

忠

一

（
臨
時
） 

○ 

池

田

政

江

■
農
機
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長 

木

村

昭

博

調
査
役 

松

井

幸

吉

副
調
査
役 

鳥

上

安

司

係
長 

谷

川

誠

一

係
長 

北

瀬
　

登

主
任 

端

野

寿

彦

主
任 

関

口

俊

明

 

酒

井

斉

和

 

北

﨑
　

隆

（
臨
時
） 

山

村

美

子

■
自
動
車
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐 

津

田

芳

彦

係
長 

工

一

修

平

係
長 

山

本

賢

一

主
任 

荒

戸

正

喜

（
自
動
車
渉
外
）

 

高

橋

裕

治

（
臨
時
） 

○ 

気

谷

由

里

■
給
油
所

所
長 

橋

村
　

学

 

○ 

南　
　
　

翔
太
郎

（
臨
時
） 

田

川

路

子

■
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

係
長 

野

口

和

代

 

小

泉

全

市

三
月
三
十
一
日
付　

退
職
者

 

岡　

山　

伸
太
郎

 

村

井

一

宏

 

松　

本　

修　

一

 

森

山
　

亙

 

大　

野　

喜
美
恵

 

丹

羽

真

弓

 

斉　

藤　

慎　

一

 

杉　

本　

友
里
恵

 

越

野
　

遥

 

用

川

喜

子

 

山　

本　

留
美
子

 

吉

本

葉

子

 

松

村

由

美



8

の
運勢
５月 天秤座

9/23〜10/23

【全体運】物事を邪推しやすい時期です。信じる気持ちを大切に。気分転換するには森林浴やトレッキングでリラックスを
【健康運】体力増強に力を注ぐと、元気になれそう　　【幸運の食べ物】フキ

４月より８名の新規採用職員が加わりました。
配属された支店や事業所で精一杯頑張りますので、皆様よろしくお願いいたします。

①出身地　②趣味・特技　③自分自慢　④ＪＡ職員としての抱負　⑤好きな言葉

①　かほく市
②　ソフトテニス、ショッピング
③　私は15年間ソフトテニスを続けてきました。
　　そのため、体力や粘り強く最後までやり遂げる力
が身につきました。
④　常に笑顔と思いやりを絶やさず、誰からも愛され
るＪＡ職員になりたいです。
　　そのためにまずは、仕事を早く覚え、顔と名前を
覚えて頂けるよう頑張ります。
⑤　「日々前進」どんなに小さなことでも毎日成長し、
新しい自分になっていきたいと思い選びました。

①　津幡町
②　銭湯めぐり
③　中学から高校まで長距離をやっていたので、体力�
・忍耐力は人一倍あると思っています。また、コミ�
ュニケーション能力は長けていると自負しています。
④　一日でも早く、ＪＡの業務に慣れ、一人でも多く
のお客様に頼られるように誠心誠意がんばります。
よろしくお願いいたします。
⑤　「なせば大抵なんとかなる」すべての事柄がなん
とかなるわけではありませんが、そういう気持ちで
取り組むことが大切だと思っているからです。

①　かほく市
②　プロ野球観戦、だし巻き卵めぐり
③　私は前向きな性格です。あまり悩み事は無く、い
つも元気です。これからも元気に明るく頑張ってい
きます。
④　しっかりと仕事を覚え、地域の皆様のお役にたて
るように頑張ります。
　　ＪＡ職員としての自覚を持ち、精一杯頑張ってい
きますので、よろしくお願いいたします。
⑤　「感謝」何事も人に支えられて生活しているので、
小さな事にでも感謝することが大切だと思っている
からです。

①　かほく市
②　読書、プラネタリウムをみる、ソフトテニス
③　私は好奇心旺盛な性格で様々な分野に挑戦するこ
とができます。入組してからは、積極的にＪＡの幅
広い活動に取り組みたいです。
④　地域の皆様に親しまれ、いつでも気軽に声をかけ
て頂けるような職員になりたいです。そのために
も、日々真摯な態度と笑顔を心がけ頑張っていきた
いと思います。
⑤　「誠実」多くの方々と信頼関係を築く上で、第一
に誠実であることが必要だと思い、この言葉を選び
ました。

伊
い

藤
と う

みさき田
た

丸
ま る

　梓
し

織
お り

大
お お

家
い え

　菜
な

南
な

島
し ま

村
む ら

　隆
りゅう

希
き
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の
運勢
５月 蠍　座

10/24〜11/22

【全体運】何かと迷いが生まれやすい期間。信頼できる人に相談して、知恵を貸してもらって。開運には芸術鑑賞がお勧め
【健康運】運動不足になりやすい。小まめに動いて　　【幸運の食べ物】ルッコラ

職員紹介新規採用
平成29年度

①　津幡町
②　音楽を聴く、テニス、バドミントン
③　私は中学、高校とテニス部に所属していました。
テニスを通して粘り強さと集中力を身につけること
ができました。
④　地域の方との交流を大切にし、たくさんの方から
信頼される人になりたいです。早くＪＡ職員の一員
になれるよう頑張っていくのでよろしくお願いしま
す。
⑤　「ありがとう」どんなときも感謝の気持ちを忘れ
ないことが大切だから、この言葉を選びました。

①　津幡町
②　音楽鑑賞、買い物
③　私は、人の役に立つことが好きです。自分のした
行動によって、ありがとうと感謝されると、とても
嬉しい気持ちになるからです。
④　早く仕事に慣れ、地域の方々から信頼してもらえ
るよう、一生懸命に仕事を頑張りたいです。
⑤　「笑顔」人を笑顔にしたいなら、まず自分が笑顔
でいることが大切だと思うからです。

川
か わ

井
い

優
ゆ

梨
り

子
こ

三
さ ん

十
じゅう

刈
が り

伶
れ

奈
な

①　津幡町
②　野球、読書
③　私は小さいときからずっと野球をし、高校の三年
間では寮生活していたため、体力やマナー、人との
関わり方が自慢です。
④　お客様のことを第一に考え、常に笑顔を絶やさず
に勤務していきたいです。また、職場の中でも早く
仕事を覚え、信頼されるようになっていきたいで
す。
⑤　「憧れを持って」憧れを持っていなかったら、人
は小さくなると思う。憧れを持ち立派な大人、男に
なりたいです。

時
と き

女
め

　真
ま さ

宗
む ね

①　金沢市
②　映画鑑賞、近場への小旅行
③　私は人前に立って歌ったり踊ったりすることが幼
少期から好きです。
　　また、リーダーシップがあると言われることが多
いです。
④　人との関わりを大切にし、地域の方々を愛し、地
域の方々に愛されるような職員になれるよう精進し
ていきます。
⑤　「根」この地に「根」をはり、「根」気強く何事も
取り組むという思いから、この字を選びました。

上
う え

野
の

　歩
あ ゆ

実
み
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「荒廃地ストップ」
　平成27年４月13日急ぎ農事組合法人「ファームくらみ」
を発足させました。基盤整備事業を進行させる途次、その必
要性を痛感させられました。農家・農業者の著しい減少と農
地の荒廃を防止するための“止むに止まれぬ”一歩でありま
した。揚水ポンプを使用せず周回道路を全面的に施す基盤整
備は、生産費の低減と食味の向上、作業の利便性、獣害の防
止にも資するものであります。一部盛土を行い、これにより
将来米作以外の作付けも可能になります。大型ハウスも４棟
計画され、現在も一部生産中の葉ボタン等の大量生産を見込
んでおります。出資組合員も18人に増え、大型農機も購入
されました。若い人をオペレーターに育て農地の荒廃を止
め、逆に農地復旧を目指して一同汗を流します。

農事組合法人「ファームくらみ」津幡町

　３月９日、女性大学スマイルスクール卒業生１～
３期生で構成されている津幡支店「ひまわり会」、
津幡東支店「スワンの会」は、合同で４月１日に
オープンする通所介護施設「ほのぼのデイサービ
ス」の内見会とスイーツ作りに挑戦しました。
　25名が参加し、岩本大輝センター長からデイサ�
ービスの概要や運営方法を聞いたあと、地元調理士
の中條屋理恵さんを講師にオープンキッチンで桜の
花を乗せたクッキーや地元野菜を使用したミネスト
ローネスープ作りに挑戦。また、クッキーが焼きあ
がる間、最新の機能回復機器やウォーターベットを
体験しました。

ひまわり会・スワンの会
� 合同で活動

最新の機器でトレーニングする参加者

　
私
は
八
十
二
歳
。
か
ほ
く
市
上
田
名

の
百
彩
会
の
会
員
で
す
。

　
毎
月
、
第
三
木
曜
の
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で
の
つ
ど
い
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
血
圧
を
測
っ
て
も�

ら
い
、お
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
を

頂
き
、
そ
し

て
お
茶
菓
子

が
出
さ
れ
ま

す
。

　
ご
く
普
通

の
お
菓
子
な�

の
で
す
が
、

な
ぜ
か
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
味�

が
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
の
ち�

ょ
っ
と
し
た
工
夫
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
毎
回
異
な
っ
た
テ
ー

マ
の
活
動
を
し
、
最
後
に
体
操
を
し
ま

す
。

　
二
月
は
金
津
小
学
校
の
一
年
生
と
の

交
歓
会
で
し
た
。
お
手
玉
、
こ
ま
ま
わ

し
、
磁
石
で
と
る
カ
ル
タ
と
り
な
ど
、

一
年
生
は
勝
っ
て
大
喜
び
、
年
寄
り
た

ち
は
負
け
て
ワ
ー
イ
ワ
イ
。

　
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た
。
毎
回
新
し
い
テ
ー
マ
で
計
画
す
る

こ
と
は
、
さ
ぞ
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
て
み
ん
な
と
会
え

て
交
歓
す
る
だ
け
で
十
分
満
足
だ
と
申

し
上
げ
る
ば
か
り
で
す
。
最
高
齢
の
方

は
九
十
六
歳
で
す
。
百
彩
会
は
元
気
な

百
歳
を
め
ざ
し
、
み
な
さ
ん
の
応
援
で

ど
こ
ま
で
近
づ
け
る
か
日
々
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

�

に
っ
こ
り
百
歳
会　
上
田
名
チ
ー
ム　

�

杉
本
　
静
子
　

元気な百歳へ
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　女性大学スマイルスクールは、３月16日、石川県立看護大学にて講演会を開催し、卒業生を含む受講生約100人が出席
しました。講師は、地元テレビ局にかつて勤め、現在フリーキャスターとして活躍する小谷あゆみ氏。「喜び！感動！農の
ある暮らしでエシカルに♪」と題し、自身のこれまでの農体験を通じて感じた事を講演。｢農｣ には心を解放する場として
の価値があることや、エシカル消費についてなど様々な話に受講生は引き込まれ、自分達の暮らしに当てはめながら真剣に
話を聞いていました。最後にはスマイルスクールらしく ｢相手は自分の鏡である、鏡は先に笑わない｣ との言葉を受け、全
員でお互いを笑顔で褒め合い、和やかなムードで講演は終了しました。
　受講生は ｢嫌々やると労働、楽しんでやれば体験、という言葉を聞いてまさにその通りだと思った。農作業でも家事でも
これからは楽しんで行きたい｣ と話していました。

えがおの受講者達

料理
レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームページで紹介したいと思いますの
で、皆さんのご自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局
※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。※１～５の事項を必ずご記入ください。

ご飯をおいしく

４．一言コメント
５．写真

食事を楽しく
「キッチン晴人」のオーナーシェフ　永井　智一　氏

ジャガイモの洋風卵焼き

作り方
❶ 直径18㎝のフライパンにオリーブ油大さじ2をひき、ジャガイモ、タマ
ネギ、ベーコンを入れ、弱火にかける。7～8分炒め煮にして火を通す。

❷ 溶きほぐした卵と❷をボウルに入れて混ぜ合わせ、塩で味を調える。
❸ フライパンにオリーブ油大さじ1を熱し、❷を流し入れて底面を焼き
固め、焼き色がついたら表裏を返す。フライパンより一回り小さいふ
たなどで上からぎゅっと押しながら底面を焼き固める。

❹ ❸を8等分に切り分け、マヨネーズとマスタードのソースを添える。　トマトとタマネギのみじん切りを付け合わせると一
味違います！

卵……………………… 3個
ジャガイモ（厚さ5～8㎜に
スライス）…………… 2個
タマネギ（スライス）
…………………… 1/4個

ベーコン（4等分）…… 3枚
マヨネーズ…………大さじ1
粒マスタード………… 適宜
オリーブ油…………大さじ3
塩……………………… 適宜

材　料
（４人分）

スマイルスクール
“笑顔で地域を美しく”女性大学合同講座 合同講座

＊エシカル＝人や社会、環境や地球に優し
く配慮した考え方や行動
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の
運勢
５月

五
月
は
果
菜
類
の
植
え
付
け

　

連
休
は
ト
マ
ト
や
な
す
等
の
植
え
付
け

に
田
植
え
に
と
、
農
作
業
が
一
番
忙
し
い

時
期
で
す
ね
。
天
気
を
確
認
し
な
が
ら
一

つ
一
つ
作
業
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

接
ぎ
木
苗
を
利
用
す
る
場
合
は
、
接
ぎ
木

部
を
土
の
中
に
埋
め
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
又
台
木
の
芽
は
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ま
つ
な
と
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
収
穫
し

て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
ア
オ
ム
シ
な
ど

害
虫
被
害
も
出
始
め
る
頃
で
す
。
寒
冷
紗

ト
ン
ネ
ル
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
う
れ

ん
そ
う
は
初
旬
ま
で
種
ま
き
は
可
能
で
す

が
、
こ
れ
以
降
は
栽
培
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

三
・
四
月
号
で
、
た
ま
ね
ぎ
の
最
終
追

肥
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
近
所
の
方

か
ら
質
問
が
き
ま
し
た
。
四
月
に
追
肥
す

る
と
抽
苔
す
る
の
で
は
な
い
か
？

　

抽
苔
の
原
因
は
大
き
く
わ
け
て
三
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
①
大
苗
を
植
え

た
時
②
暖
冬
で
年
内
の
生
育
が
す
す
ん
だ

時
③
花
芽
分
化
期
（
二
月
下
旬
か
ら
三
月

上
旬
）
に
窒
素
成
分
が
不
足
し
た
時
。
ち

な
み
に
、
去
年
の
た
ま
ね
ぎ
は
か
な
り
抽

苔
が
多
か
っ
た
は
ず
で
す
。
こ
れ
は
②
の

パ
タ
ー
ン
で
す
。
我
が
家
は
明
ら
か
に
③

の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
二
、三
月
の
追
肥
量

が
少
な
い
の
か
、
と
な
り
の
タ
マ
ネ
ギ
が

青
々
と
生
育
し
て
い
る
と
き
に
葉
色
が
落

ち
て
き
て
苔
立
ち
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
我
が
家
は
ネ
オ
ア
ー
ス
を
作
っ
て
い

る
の
で
四
月
の
初
旬
を
最
終
の
追
肥
と
し

ま
す
。
成
育
中
に
葉
色
を
落
と
さ
な
い
肥

培
管
理
を
し
て
い
る
方
は
、
三
月
中
に
終

え
る
ほ
う
が
貯
蔵
性
は
高
く
な
り
ま
す
。

品
種
と
い
い
、
苗
の
大
き
さ
、
冬
の
温
度
、

適
切
な
肥
培
管
理
と
タ
マ
ネ
ギ
は
私
に
と

っ
て
と
て
も
奥
が
深
い
の
で
す
。

①
ト
マ
ト
類
の
植
え
付
け

　

接
ぎ
木
部
を
地
際
か
ら
離
し
て
植
え
付

け
、
ト
ン
ネ
ル
又
は
風
除
け
を
し
て
冷
た

い
風
を
防
い
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
底
を
切

り
取
っ
た
肥
料
袋
の
風
除
け
が
家
庭
菜
園

で
は
多
い
で
す
ね
。

　

毎
年
草
勢
が
暴
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
畑
で
は
、
酸
度
調
整
を
し
た
あ
と
窒
素

肥
料
を
施
用
し
な
い
で
植
え
付
け
た
ほ
う

が
失
敗
し
な
い
と
先
月
号
に
書
き
ま
し
た
。

草
勢
が
弱
い
な
と
感
じ
た
ら
液
肥
二
号
の

三
百
倍
液
を
株
元
に
三
百
㎖
ほ
ど
与
え
て

様
子
を
見
て
く
だ
さ
い
。
開
花
し
た
ら
ト

マ
ト
ト
ー
ン
百
倍
液
を
散
布
し
て
第
一
花

房
は
確
実
に
着
果
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
三
段
花
房
ま
で
ト
ー
ン
処
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ト
マ
ト
が
十
円
玉
の
大
き
さ

に
な
っ
た
ら
サ
ン
フ
ル
ー
ツ
又
は
固
形
三

十
号
を
一
株
当
た
り
八
〜
十
ｇ
追
肥
し
ま

す
。
そ
の
後
奇
数
の
花
房
開
花
時
を
目
安

に
追
肥
し
ま
し
ょ
う
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
大
玉
ト
マ
ト
よ
り
草
勢

を
強
め
に
管
理
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

②
か
ぼ
ち
ゃ
・
す
い
か
の
植
え
付
け

　

準
備
し
て
お
い
た
予
定
地
も
地
温
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
晴
天

の
午
前
中
に
植
え
水
を
与
え
て
す
ぐ
ト
ン

ネ
ル
被
覆
し
ま
し
ょ
う
。
ト
ン
ネ
ル
内
は

水
蒸
気
が
こ
も
る
よ
う
に
管
理
し
活
着
を

促
し
ま
す
。
換
気
用
の
穴
を
開
け
る
と
水

蒸
気
が
こ
も
ら
な
い
の
で
日
焼
け
防
止
策

が
必
要
で
す
。
地
温
を
高
め
て
お
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

③
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
の
植
え
付
け

　

秋
ま
で
栽
培
を
続
け
る
の
で
土
づ
く
り

は
念
入
り
に
。
ト
マ
ト
に
準
じ
て
植
え
付
け

し
、
風
除
け
の
袋
か
ら
は
み
出
す
ま
で
生
育

さ
せ
ま
す
。
仕
立
て
方
は
次
号
に
回
し
ま
す
。

④
き
ゅ
う
り
の
植
え
付
け

　

き
ゅ
う
り
は
果
菜
類
の
中
で
は
生
育
適

温
が
や
や
低
め
で
す
が
、
風
除
け
し
て
初

期
生
育
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
つ
る
が
伸
び

て
き
た
ら
早
め
に
支
柱
を
た
て
つ
る
を
誘

引
し
ま
す
。
本
葉
五
枚
目
ま
で
の
子
づ
る

と
果
実
は
除
去
し
、
親
づ
る
の
生
育
を
促

す
と
と
も
に
株
元
の
風
通
し
を
良
く
し
て

や
り
ま
し
ょ
う
。
六
枚
目
以
降
の
子
づ
る

は
本
葉
二
枚
で
摘
心
し
ま
す
。
き
ゅ
う
り

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
葉
が
混
み
合
わ
な
い
よ

う
に
つ
る
を
誘
引
し
て
も
良
い
。
収
穫
を

始
め
た
ら
十
日
間
隔
で
有
機
化
成
Ａ
八
〇

一
を
追
肥
し
ま
し
ょ
う
。
混
み
合
っ
た
葉

や
黄
化
し
た
葉
は
適
度
に
摘
葉
し
て
、
風

通
し
を
良
く
し
て
や
る
と
長
く
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
さ
つ
ま
い
も
の
植
え
付
け
、
じ
ゃ
が
い

も
の
土
寄
せ

　

さ
つ
ま
い
も
も
品
種
が
い
ろ
い
ろ
出
て

い
ま
す
ね
。
ベ
ニ
ア
ズ
マ
は
定
番
と
し
て
、

苗
が
手
に
入
れ
ば
べ
に
は
る
か
も
十
本
ほ

ど
栽
培
し
た
い
の
で
す
が
ど
う
な
る
こ
と

か
。
近
年
活
着
が
悪
く
て
失
敗
続
き
で
す

（
さ
つ
ま
い
も
で
失
敗
と
は
情
け
な
い
限

り
で
す
）
が
、
今
年
こ
そ
う
ま
い
焼
き
芋

が
食
べ
た
い
。
が
ん
ば
ろ
う
。

　

じ
ゃ
が
い
も
は
芽
の
整
理
に
、
追
肥
土

寄
せ
も
し
な
け
れ
ば
。
昨
年
は
北
海
道
で

の
種
芋
が
不
作
で
作
り
た
か
っ
た
シ
ン
シ

ア
が
入
手
で
き
ず
残
念
で
す
。

　

今
月
も
す
る
こ
と
が
て
ん
こ
盛
り
。
葉

物
野
菜
の
収
穫
も
始
ま
り
、
菜
園
作
業
は

楽
し
み
も
て
ん
こ
盛
り
。

さ
ぁ
作
ろ
う
！

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

 

森
田　

惠
子

射手座
11/23～12/21

【全体運】心理的に不安定になる暗示。マイナス思考せず、意識的に良い方向に考えましょう。読書をすると良いヒントが
【健康運】疲れをため込みがち。無理するのは厳禁　　【幸運の食べ物】ウニ
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旧
盆
、
秋
の
お
彼
岸
を
中
心
に
収
穫

す
る
切
り
花
用
夏
秋
小
ギ
ク
栽
培
は
露

地
で
も
比
較
的
容
易
に
取
り
組
め
る
こ

と
か
ら
、
水
田
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

家
庭
園
芸
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
直
売

所
等
に
出
荷
し
よ
う
と
い
う
方
に
も
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、
八

月
咲
き
を
中
心
に
栽
培
の
概
略
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
九
月
咲
き
に
つ

い
て
は
一
月
遅
れ
を
目
安
に
、
八
月
咲

き
に
準
じ
て
く
だ
さ
い
（
表
１
）。

◆
夏
秋
ギ
ク
の
品
種
の
選
定

　

品
種
は
目
標
と
す
る
時
期
に
咲
く
も

の
を
試
作
し
て
選
び
ま
す
。
八
月
咲
き

の
品
種
で
は
「
は
じ
め
：
白
花
」、「
あ

け
み
：
黄
」、「
お
ふ
く
：
赤
」
等
が
県

内
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
苗
の
準
備

　

昨
年
開
花
の
露
地
畑
の
株
を
利
用
す

る
場
合
は
、
三
月
上
中
旬
に
即
効
性
の

肥
料
を
三
㎏
／
㎡
ほ
ど
株
元
散
布
し
、

ビ
ニ
ル
ト
ン
ネ
ル
で
覆
い
発
芽
を
促
し

ま
す
（
専
業
農
家
は
育
苗
ハ
ウ
ス
で
親

株
を
維
持
管
理
）。

◆
挿
し
芽
の
方
法

　

四
月
中
旬
こ
ろ
古
株
か
ら
新
芽
が
出

て
き
た
ら
、
図
１
の
よ
う
に
新
芽
の
先

端
を
十
㎝
前
後
の
と
こ
ろ
を
、
手
で
ポ

キ
ッ
と
折
り
、
長
さ
約
七
㎝
、
本
葉
三

〜
四
枚
に
調
整
し
挿
し
穂
と
し
ま
す
。

挿
し
床
は
セ
ル
ト
レ
イ
の
百
二
十
八
穴

を
使
用
し
ま
す
。
用
土
は
本
年
四
月
号

や
昨
年
六
月
号
の
本
ペ
ー
ジ
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ト
レ
イ
へ
の
土
詰
め
、

水
や
り
後
、
図
１
の
よ
う
に
挿
す
位
置

に
箸
な
ど
で
穴
を
あ
け
ま
す
。
挿
し
穂

は
一
時
間
ほ
ど
水
揚
げ
を
し
て
か
ら
挿

し
、
は
す
口
で
弱
い
勢
い
の
水
を
十
分

や
り
、
挿
し
穂
を
用
土
に
馴
染
ま
せ
ま

す
。
直
射
日
光
と
風
の
当
た
ら
な
い
暖

か
い
場
所
に
置
き
、
土
の
表
面
が
乾
い

た
ら
水
や
り
を
し
ま
す
。
三
週
間
ほ
ど

で
発
根
し
ま
す
。

◆
基
肥
と
畝
立
て

　

畑
に
は
石
灰
を
施
し
細
か
く
耕
起
し

た
後
、
畝
幅
八
十
㎝
通
路
三
十
㎝
、
畝

高
二
十
〜
三
十
㎝
の
畝
を
立
て
、
畝
の

上
に
肥
料
を
散
布
し
浅
く
土
壌
混
合
し

ま
す
。
施
肥
量
は
一
ア
ー
ル
当
た
り
即

効
性
の
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
六
〇
四
号
」
二
〜
三

㎏
と
、
肥
効
が
長
く
持
続
す
る
「
ゆ
っ

く
り
く
ん
」
な
ど
の
ロ
ン
グ
肥
料
十
五

〜
二
十
㎏
を
施
用
し
ま
す
。

◆
マ
ル
チ
掛
け
と
ネ
ッ
ト
張
り

　

草
抑
え
と
肥
料
の
流
亡
を
防
ぐ
た
め
、

一
雨
当
て
て
土
が
湿
っ
て
い
る
間
に
マ

ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
掛
け
ま
す
（
マ
ル
チ

の
色
：
夏
秋
ギ
ク
で
は
白
色
が
多
い
）。

次
に
切
り
花
の
倒
伏
を
防
ぐ
た
め
フ
ラ

ワ
ー
ネ
ッ
ト
を
張
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
は

二
十
㎝
マ
ス
の
三
目
を
マ
ル
チ
の
上
に

強
め
に
張
っ
て
仮
止
め
し
、
図
２
の
よ

う
に
鋼
管
や
角
材
な
ど
の
親
杭
を
畝
の

両
端
に
二
本
ず
つ
打
ち
、
ネ
ッ
ト
の
添

え
木
を
あ
て
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
両
端
に

は
太
め
の
よ
り
紐
（
ロ
ー
プ
）
を
這
わ

せ
て
強
く
張
り
、
畝
の
中
間
に
は
鋼
管

支
柱
な
ど
を
打
ち
、
ネ
ッ
ト
の
ゆ
る
み

を
防
ぎ
ま
す
。

◆
苗
の
植
え
付
け
と
そ
の
後
の
管
理

　

苗
は
図
２
の
よ
う
に
外
側
の
マ
ス
に

十
㎝
間
隔
で
植
え
付
け
、
新
葉
が
現
れ

た
ら
心
を
摘
み
（
摘
心
）、
そ
の
後
新
芽

（
側
枝
）
が
十
五
㎝
ほ
ど
に
伸
び
て
き
た

ら
一
株
当
た
り
揃
っ
た
側
枝
を
三
〜
四

本
、
残
し
他
は
か
き
取
り
ま
す
。
生
育

中
は
側
枝
の
伸
長
に
応
じ
て
ネ
ッ
ト
を

上
げ
、
ま
た
病
害
虫
等
に
注
意
し
、
蕾

が
二
〜
三
輪
開
花
し
た
頃
収
穫
し
ま
す
。

切
り
花
用
夏
秋
小
ギ
ク
の
作
り
方

田
中　

和
人

季
節
の
花
づ
く
り

山羊座
12/22 ～ 1/19

【全体運】レジャー運が盛り上がっています。気の合う仲間たちとにぎやかに過ごして。クリエーティブな楽しみもラッキー
【健康運】健康法に凝りやすいよう。やり過ぎは×　　【幸運の食べ物】カツオ

 月・旬

作型

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

８月咲き ● ～ ○ ▼ × ◆ □ □

９月咲き ● ～ ○ ▼ × ■ □ ～ □

●親株養成　○挿し芽　▼植え付け　×摘心　◆芽の整理　□収穫

表１　夏秋小ギクの作型

図２　ネットの張り方

図１　挿し穂の取り方と挿し芽

ポキッと折る

挿し穂

挿し穴

セルトレイ

添え木に２～３㎝の
切れ込みを入れる

65㎝

親杭
ネット３目
（20×20㎝）
点線：ロープ

添え木
●印：キク苗



　　さあ作ろう家庭菜園は非常に参考にな

ります。今後も充実して紹介して行って下

さい。 かほく市　松橋　隆司

さあ作ろう家庭菜園は2017年のリバノス

１月号から掲載が始まりました。これから

もみなさんの参考になる情報をお伝えして

いきますので、今後も家庭菜園コーナーを

よろしくお願いします。

　 　

　　川柳いつも楽しみにしています。

 かほく市　金子　由紀子

川柳は読んでいてとても楽しいですね。お

題に沿って作られた川柳は「なるほど」と

感心するものばかりです。考えることで脳

の活性化や老化防止に効果があるので、是

非挑戦してみてください。

　 　

　　３月号表紙を飾った笠間さんご家族の

ハウスの中の小松菜においしそうと感嘆の

声をあげました。「河北潟小松菜」これま

で以上に利用して食卓を豊かにしていきま

す。 津幡町　池田　悦子

表紙を飾った笠間さんご家族は元気いっぱ

い笑顔いっぱいでしたね。りっぱに育った

小松菜もとてもおいしそうでした。小松菜

を使った料理もいろいろありますから、食

卓をより豊かにしたレシピが出来上がった

ら是非教えてくださいね。

　 　

　　お正月にガソリンで当りが出てきれい

なお花をいただいてきました。大事にして

います。きれいに咲いています。ありがと

うございました。 津幡町　石本　美智子

JA-SSをご利用いただきありがとうござい

ます。これから春本番に向けて沢山花が咲

きますね。JAグリーンかほくにも季節に

よって沢山の花苗がありますので、季節ご

とに花を植え換えるのも楽しいですね。

　 　

　　ほくの里くんの４コママンガを読むと

ほっこりと心がなごみます。まとめた本が

出ないかなあと思っています。

 かほく市　越野　久仁子

貴重なご意見ありがとうございます。おー

いほくの里４コママンガが１冊にまとめら

れた本が出るとおもしろいですね。これか

らも回を重ねて本が出せるようにがんばっ

ていきます。

お便りお便り
コーナーコーナー

川 

柳
川 

柳
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　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
＜お便りのあて先＞
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
 JA石川かほくリバノス編集局

水瓶座
1/20 ～ 2/18

【全体運】言葉が足りず、身近な人ともめてしまうかも。悪いと思ったら、素直に反省し、すぐに謝って。優しさも必須
【健康運】安定期。軽い運動が調子を上向かせそう　　【幸運の食べ物】ニンニク

 

石
本
よ
し
一 

選

題
「
生
」

● 

秀過
疎
の
村
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
宝
も
の

 

押
切　

幸
子
（
川　

尻
）

● 

佳
作

生
々
し
現
場
切
り
取
る
カ
メ
ラ
の
目

 

洞
庭　
　

泰
（
川　

尻
）

愛
の
水
し
ぼ
ん
だ
花
も
生
き
か
え
る

 

沢
野
し
げ
代
（
木　

津
）

人
生
は
七
転
び
し
て
知
る
ご
恩

 

藤
沢　

充
子
（
瓜　

生
）

蒔
け
ば
生
え
蒔
か
ね
ば
生
え
ぬ
善
の
種

 

𠮷
田　

順
子
（
舟　

橋
）

生
活
の
苦
し
さ
知
ら
ぬ
の
し
袋

 

古
林　

照
子
（
長
柄
町
）

● 

入
選

孫
帰
省
生
活
リ
ズ
ム
狂
わ
さ
れ

 

井
田　

宏
子
（
井
野
河
内
）

反
省
と
感
謝
の
日
々
を
生
き
て
い
る

 

松
田　

妙
子
（
浅　

田
）

趣
味
の
友
み
ん
な
生
徒
で
先
生
で

 

前
山
優
美
子
（
太　

田
）

生
産
者
安
売
り
ビ
ラ
に
泣
か
さ
れ
る

 
村
田　

由
枝
（
竹　

橋
）

平
凡
と
い
う
一
生
が
幸
せ
で

 

二
羽
ト
モ
子
（
南
中
条
）

生
き
が
い
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

 

洞
庭　

俊
夫
（
川　

尻
）

毎
日
が
照
る
日
曇
る
日
生
か
さ
れ
る

 

善　

す
ず
え
（
川　

尻
）

生
欠
伸
殺
し
て
説
経
寺
を
出
る

 

専
能　

専
父
（
能　

瀬
）

八
十
路
に
て
生
き
が
い
探
す
習
い
事

 

福
田　

貞
子
（
岩　

崎
）

生
命
が
息
吹
き
は
じ
め
た
散
歩
道

 

松
村
小
夜
子
（
岩　

崎
）

や
り
直
し
で
き
ぬ
こ
れ
ま
で
生
き
た
道

 

長
谷　

豊
枝
（
牛　

首
）

生
き
て
行
く
喜
び
共
に
支
え
合
い

 

加
藤　

初
美
（
牛　

首
）

不
安
で
す
年
に
は
勝
て
ぬ
身
を
生
き
る

 

𠮷
本　

成
子
（
気　

屋
）

七
冊
の
生
き
た
証
の
日
記
帳

 

兼
保　

直
美
（
潟　

端
）

粗
大
ゴ
ミ
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
生
き
る
老
い

 

𠮷
倉
美
智
子
（
清　

水
）

生
野
菜
身
体
に
良
い
が
好
き
嫌
い

 

越
野　
　

香
（
二
ツ
屋
）

人
生
は
喜
怒
哀
楽
で
通
る
道

 

河
本　

巴
子
（
内
日
角
）

生
れ
月
母
に
感
謝
の
花
そ
え
る

 

上
野
喜
代
美
（　

森　

）

評　

卒
業
生
が
、
一
人
だ
と
言
う
刈
安
小
学
校
の

ニ
ュ
ー
ス
に
胸
が
痛
ん
だ
。
昔
は
四
百
人
も
い
た
と

言
う
小
学
校
の
現
実
で
あ
る
。

　

経
済
の
急
激
な
成
長
と
と
も
に
、
農
村
と
都
市
と

の
格
差
が
開
い
た
。
魅
力
の
薄
れ
た
山
村
か
ら
は
若

者
の
流
出
が
続
い
た
。

　

今
で
は
、
老
夫
婦
だ
け
が
住
ん
で
い
る
過
疎
地
の

集
落
も
多
い
。
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
す
れ
ば
す
ば
ら
し

い
宝
も
の
で
あ
る
。

七
月
号
題 

「
安
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
五
月
十
日
必
着

八
月
号
題 

「
心
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
六
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
菩
提
寺
ワ
三

 

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

秀
の
作
品
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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の
運勢
５月

健
康
百
科

　

歯
を
失
っ
た
と
き
の
治
療
法
の
一
つ

に
、
自
分
の
他
の
歯
を
使
っ
て
埋
め
る

「
自
家
移
植
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

自
家
移
植
は
、
主
に
歯
の
矯
正
治
療
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
の
自
家
移
植
が
検
討
さ
れ
る
の
は
、

虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
が
抜
け
た
り
、
外

傷
に
よ
っ
て
歯
が
折
れ
た
り
し
た
場
合

な
ど
で
す
。

　

歯
の
自
家
移
植
で
使
う
の
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
親
知
ら
ず
で
す
。
従
っ

て
、
自
家
移
植
で
き
る
条
件
の
一
つ
と

し
て
、
表
面
に
出
た
健
康
な
親
知
ら
ず

が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
健
康

な
親
知
ら
ず
と
は
、
虫
歯
の
な
い
状
態

で
生
え
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

親
知
ら
ず
の
根
が
真
っ
す
ぐ
伸
び
て

い
る
こ
と
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
条
件
で
す
。
根
が
広
が
っ
て
伸
び
て

い
る
と
移
植
部
分
に
入
り
切
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
歯
の
形
や
大
き

さ
、
根
の
状
態
な
ど
が
適
切
か
ど
う
か

は
、
Ｘ
線
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
を
行

っ
て
判
断
し
ま
す
。
自
家
移
植
が
可
能

だ
と
診
断
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
移
植
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
抜

け
て
い
る
部
分
の
隣
の
歯
が
傾
い
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
移
植
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
か
ら
始
め
ま
す
。

　

そ
の
他
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
治
療

法
に
は
、
入
れ
歯
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入
れ
歯

は
、
取
り
外
し
式
の
義
歯
を
使
用
し
て

歯
を
補
う
方
法
、
全
体
の
入
れ
歯
と
部

分
入
れ
歯
が
あ
り
ま
す
。
ブ
リ
ッ
ジ
は
、

歯
を
失
っ
た
部
分
の
両
隣
の
歯
を
利
用

し
て
人
工
の
歯
を
橋
渡
し
す
る
治
療
法

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
法
と
比
べ
て
、
自
家

移
植
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
分
の

歯
を
使
え
る
こ
と
と
、
そ
の
歯
の
根
の

部
分
に
あ
る
歯
根
膜
も
一
緒
に
移
植
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

失
っ
た
歯
を
取
り
戻
す佐

久
総
合
病
院
名
誉
院
長 

松
島　

松
翠

魚　座
2/19 ～ 3/20

【全体運】いろいろなことに興味を感じる星回り。無料体験教室などに参加して。ただ、手を広げ過ぎると永続性に難あり
【健康運】ささいなけがに、ご用心。行動は冷静に！　　【幸運の食べ物】タケノコ

❶❶❸❸

❷❷❹❹

JAグリーンかほく誕生祭
　３月でオープン10周年を迎えたJAグリーンかほくの誕生祭にほくの里が駆けつけました。
　会場では10周年祭の旗をふった出迎えや、長蛇の列となったふるまいもちのお客さんとふれあいまし
た。

漫
画  

ち
ゆ
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第13回 理事会だより 平成29年３月28日（火）開催

●審議事項
≪一般議案の審議≫
第１号議案　平成29年度内部監査計画について
第２号議案　理事と組合との契約承認について
第３号議案　土地建物の賃貸借契約締結について
第４号議案　職員退職給与規程の一部変更について
第５号議案　第23事業年度決算見込みと決算方針等について
第６号議案　職制規程（別表Ⅱ　職務権限表）の一部改正について
第７号議案　指定介護予防・日常生活支援総合事業第１号通所事業所およ

び指定通所介護事業所運営規程の一部変更について
第８号議案　規約（別表）の一部変更について
第９号議案　JA石川かほく米麦共乾施設検討委員会設置規程の設定につ

いて
≪総代会附議議案の審議≫
第10号議案　規約の一部変更について
第11号議案　農地利用集積円滑化事業規程の一部変更について
第12号議案　全国農業協同組合連合会が行う農業経営事業に関する同意に

ついて
●報告・検討事項
⑴　平成29年２月末事業実績について
⑵　貸出金利率表の改定について
⑶　JAバンク石川業務継続要領の改正について
⑷　平成29年度職員の異動内示について
⑸　平成28年度固定資産取得及び処分の報告について
⑹　平成29年度育苗センター播種計画について
⑺　利益相反取引の報告について
⑻　その他

１　井戸などでくみ上げて使いま
す

４　土を小高く盛り上げたもの
６　人がたくさん住んでいます
７　車に乗って出掛けます
９　孫悟空の乗り物です
11　中国の̶̶に由来することわ
ざは多い

12　まき割りや枝打ちに使う刃物
15　東南アジアの国。首都はクア
ラルンプール

18　人を怒らせることを「̶̶に
触れる」ともいいます

20　インドから伝わる心身調整法
21　太陽や星がよく見える天候
22　台所ですることの一つ

二重マスの文字をA～ Fの順に並べ
てできる言葉は何でしょうか？

タテのカギ ヨコのカギQ

クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S ENT

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町清水チ329
　　　　　　JＡ石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　５月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス７月号

3月号クイズ当選者

● 中農恵美子 さん
● 加藤　秀子 さん
● 吉川　洋子 さん
● 能任　寿子 さん
● 田中　琉星 さん

〈答え〉クロッカス

１　端午の節句に食べます
２　映画の撮影時にカチンと鳴ら
します

３　人事̶̶で所属部署が変わっ
た

４　二つで１組のものを数えると
きに使う言葉

５　初節句に̶̶飾りとこいのぼ
りを用意した

８　野球の走者のこと
10　家を留守にする際は忘れずに
13　袖振り合うも̶̶の縁
14　チョウの仲間。カラス、アオ
スジといえば

16　ボルトやナットを回す工具
17　すし屋の符丁で茶のこと
19　布地を裁断した物

支店新築移転から

●支店活性化委員から、こんにちは！●

　今月は、高松支店活性化委員会の便りです。当支店管内は、
大きく３つの作物があります。砂丘地でぶどう、中山間地の紋
平柿、砂丘地以外の稲作です。ルビーロマンや紋平柿はかほく
市ブランドとして、かほく市長のトップセールスもあり、行政
とＪＡが一体化しての売り込みで広く認知されています。
　さて、平成27年11月、念願の高松支店新築移転がありまし
た。数年間、当委員会の議題であり続けました。この間の委員
会の審議内容は、この委員会があってよかった
と言えるほど充実したものでした。また、１
支店１協同活動として一番先に決まったのが
「門松づくり」でした。昨年はこの他に来店
客への「おもてなし」で、紋平柿と蓮根汁を
振舞いました。長い目で見て、定着化する
様な企画を検討していきます。新しい
建物と共に当委員会も変わって行きた
いと思っています。

高松支店活性化委員長 松田 金之助



ご案内

雨天
決行日時

第29回第29回回凧世界の　　 の祭典世界の　　 の祭典

風に乗り、風と遊ぶ、
チャレンジ ザ ウインド

平成29年5月14日㈰
10：00～ 凧揚げ

会場 内灘海水浴場特設会場

おいらの６畳凧が
今年も青空の中
天高く舞うんだな。
地元の内灘支店職員と

一緒に凧を
あげてほしいんだな！！

平成29年 春期

農業用灯油・軽油の
お知らせ

平素は当ＪＡ給油所をご利用いただき
誠にありがとうございます。
農業用灯油・軽油の受付は
５月31日までです。

※現金・クレジット価格からの値引ではありません。

津幡セルフ給油所 TEL 289-3221
宇ノ気給油所 TEL 283-5035
倶利伽羅給油所 TEL 288-4172
配達受付 TEL 288-7557

５５５５５ き円引き円引き円引きき５円引き５円引き

通常価格（配達）より

農家の皆様へお願い

道路に泥を落とさないよう
注意しましょう！
春の農作業が始まり、農機具から落ちた泥による道
路の汚れが目立つ時期になりました。
公道に落ちた泥のかたまりは、環境美化ばかりでな
く、スリップ事故の原因になり大変危険です。
田や畑から道路に出る前に、泥を落としてから走行
するようお願いいたします。
やむを得ず道路を汚し
た場合は、速やかに清
掃するなど、住み良い
地域づくりへのご理解
・ご協力をお願いいた
します。

農作業時の事故に注意！
農繁期に入り、農業機械の使用が増えてきました。
作業の前に、運転・使用方法や作業手順などを確認
し、事故のないよう注意しましょう。
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 JAバンクをご利用のお客さまへ

ATM などのサービスを 一時休止 させていただきます。

ゴールデンウィーク中の営業について
ゴールデンウィークにかかる営業は次ぎのとおりになります。
ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願いします。

いつもJAバンクをご利用いただきありがとうございます。
このたびJAバンクの全国統一電算システムの更改にともない、
誠に勝手ながらATM・JAネットバンク等のサービスを一時
休止させていただきます。
ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますよう
お願い申しあげます。

休止させていただくサービス

期間 配達 連絡先

配送センター

４月29日㊏ △
【営業時間】８：30～ 17：30
283-6170
※ご注文いただいた商品は、翌日以降の配達
となります。また、ゴールデンウィーク中に
在庫切れとなった商品については、入荷次第
配達いたしますのでご容赦ください。
（注）・５月１日（月）・５月２日（火）は通

常配達いたします。
	 ・４月30日（日）・５月７日（日）は店

頭販売のみの取り扱いとなります。
	 ・４月29日（土）・５月３日（水）・５月�

４日（木）・５月５日（金）・５月６日�
（土）においては肥料、農薬、資材のみ�
の配達となります。

４月30日㊐ ×

５月 １日月 〇

５月 ２日火 〇

５月 ３日㊌ △

５月 ４日㊍ △

５月 ５日㊎ △

５月 ６日土 △

５月 ７日㊐ ×

自動車センター ５月 ３日㊌～5日㊎ −
休業
288-4171または090-2371-0077にご連
絡いただければ対応いたします。

平成29年（2017）

5月   4日㊍●祝 /20日㊏
9月16日㊏・17日㊐
平成30年（2018）

1月   6日㊏・7日㊐・8日㊊●祝

JAバンクの�
ATM

JAバンクのATMを利用し
た、入金や出金、残高照会、
振込・振替など、すべての
サービス

現金のお引き出しはお早めに
休止期間中は現金のお引き出しができませんので、あらかじめ現金をお引き出しいただく等のご準備をお願い申しあげます。

JAネットバンク�
サービス

パソコン・スマートフォン・
携帯電話を利用した、残高
照会や振込など、すべての
サービス

コンビニ等の�
ATM

JAキャッシュカードによる
セブン銀行、ゆうちょ銀行、
その他提携金融機関やコ
ンビニ等のATMを利用し
たすべてのサービス

デビットカード�
サービス

デビットカード機能がつい
たJAキャッシュカードによ�
るJ-Debit加盟店での代金�
決済


